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２月末現在の会員数501人
（男性338人・女性163人）

令和７年度事業計画(案)・収支予算(案)決まる

令和６年の「高齢社会白書」によれば、65歳以上の人口は過去最高の3,623万人となり、高

齢者の総人口に占める割合は 29.1％に達し、約４人に１人以上が高齢者という本格的な高齢

社会を迎えております。また、少子化が進み、労働力人口が減少していく中で、高齢者が意欲

と能力がある限り年齢にかかわりなく働き続けることができる「生涯現役社会」を実現するこ

とがますます重要となっております。

企業においては、65歳までの雇用確保に加え、70歳までの就業機会の確保が努力義務とされ

たことから、会員の年齢層の上昇、退会者の増加に伴う会員の減少や活力の低下が危惧されて

います。

このような状況の中で沖縄市シルバー人材センターは、人生100年時代を見据え、地域の高

齢者が就業を通じて地域社会に貢献し、高齢者の生きがいや居場所づくりとして重要な役割を

担っており、地域の特色や実情を踏まえて積極的な取組を強化していきます。

特に、労働者派遣事業を積極的に進め、多種多様な就業機会の提供を図り、「会員の拡大」

同時に「安全・適正就業の徹底」等にも取り組み、高齢者社会を支える中核的な存在として、

地域社会に一層貢献すべく信頼と期待に応えられるよう更なる努力をしてまいります。

また昨年11月に施行された「特定受託事業者に係る取引の適正化等に関する法律」（以下

「フリーランス新法」という。）に適切に対応するためのシルバー事業における新たな契約方

法への円滑な移行を進め、発注者とシルバー人材センター・会員相互が、信頼関係の基に地域

のお役立てに資するシルバー人材センターに改革をおこなっていく。

最後にシルバー事業の運営にとって、安全就業、適正就業の徹底は、最重要課題であり、令和

７年度は「安全・適正就業委員会」において、事故防止の啓発・安全就業の啓発、適正就業ガ

イドラインの周知・活用などの取組を引き続き重点的に行うこととします。

また、これまで取り組んできた事故防止、適正就業を一層進めるための啓発や研修等の取組

を協議し、その具体化に向けた次の取組も引き続き行うこととします。

以下２面に続く

令和７年度の事業計画(案)と収支予算(案)が２月18日開催の理事会で承認され、６月

開催予定の定時総会に上程する。人生100年時代を見据え、地域の高齢者が就業を通じ

て地域社会に貢献し、高齢者の生きがいや居場所づくりとして重要な役割を担っており、

地域の特色や実情を踏まえて積極的な取組を強化していきます。特に労働者派遣事業を

積極的に進め、「会員の拡大」同時に「安全・適正就業の徹底」等にも取り組み、多種多様

な就業機会の提供を図り、高齢者社会を支える中核存在として、地域社会に貢献すべく

信頼と期待に応えられるよう努める。

令 和 ７年 度 事業 計 画(案)



（第２１０号） 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター 令和７年３月５日（２)

１

基

本

方

針

（
１
）
高
齢
者
の
入
会
促
進
と
就
業
機
会

の
確
保
・
拡
大

（
２
）
安
全
・
適
正
就
業
を
推
進
し
魅
力

あ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

実
現

（
３
）
組
織
の
充
実
・
強
化
と
運
営
基
盤

の
強
化

（
４
）
公
益
目
的
事
業
の
着
実
な
実
施
と

地
域
社
会
へ
の
参
加
活
動
推
進

２

実

施

計

画

（
１
）
雇
用
に
よ
ら
な
い
臨
時
的
か
つ
短

期
的
な
就
業
又
は
そ
の
他
の
軽
易
な
業
務

に
係
る
就
業
機
会
の
提
供

①

受
託
事
業

高
齢
者
の
生
き
が
い
の
充
実
と
福
祉
の
増
進
を

図
り
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与
す
る

た
め
、
高
齢
者
に
ふ
さ
わ
し
い
地
域
に
密
着
し
た

仕
事
を
、
家
庭
、
民
間
事
業
所
、
官
公
庁
等
か
ら

有
償
で
引
き
受
け
、
こ
れ
を
そ
の
能
力
、
希
望
等

に
応
じ
て
請
負
又
は
委
任
の
形
式
に
よ
り
就
業
機

会
を
提
供
す
る
。
又
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
就
業
や
ワ
ー

ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
仕
事
の
分
か
ち
合

い
に
適
切
に
配
慮
し
て
い
く
。

数 値 目 標

会 員 数 ５２０人

就業延人員 ３５，０００人日

就 業 率 ７８％

派遣事業延人員 ２，８００人日

（
２
）
雇
用
に
よ
る
臨
時
的
か
つ
短

期
的
な
就
業
又
は
そ
の
他
の
軽
易
な

業
務
に
係
る
就
業
機
会
の
提
供

①

有
料
の
職
業
紹
介
事
業

臨
時
的
か
つ
短
期
的
な
仕
事
又
は
そ
の
他
の
軽

易
な
業
務
に
係
る
仕
事
の
求
人
を
受
け
付
け
、
そ

の
よ
う
な
仕
事
を
希
望
す
る
高
齢
者
の
た
め
に
有

料
の
職
業
紹
介
事
業
を
行
う
。

ア

数
値
目
標

・
求
人
件
数

１
件

・
有
料
職
業
紹
介
事
業
収
益

１
千
円

②

労
働
者
派
遣
事
業
（
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
）

臨
時
的
か
つ
短
期
的
な
仕
事
又
は
そ
の
他
の
軽

易
な
業
務
に
係
る
就
業
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
派

遣
労
働
を
希
望
す
る
会
員
を
対
象
に
「
労
働
者
派

遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保

護
等
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
実
施
す
る
。
本
事
業

を
令
和
７
年
度
の
重
点
事
業
と
位
置
付
け
、
重
点
的
に

推
進
す
る
。

ア

数
値
目
標

・
受
注
件
数

１
０
件

・
労
働
者
派
遣
事
業
収
益

１
２
０
０
千
円

（
３
）
臨
時
的
か
つ
短
期
的
な
就
業
又
は

そ
の
他
の
軽
易
な
業
務
に
係
る
就
業
に

必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
付
与
す
る
た

め
の
講
習
会

就
業
上
必
要
な
知
識
、
技
能
を
就
業
意
欲
の
あ
る
高

齢
者
に
付
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
際
の
就
業
に
結
び

つ
け
る
と
と
も
に
、
よ
り
広
い
就
業
分
野
で
の
仕
事
の

確
保
と
提
供
を
行
い
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
の
充
実
と

福
祉
の
増
進
を
図
り
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄

与
す
る
。

(

１
面
か
ら
続
く
）

（
４
）
前
述
（
１
）
～
（
３
）
の
事
業
を
推

進
す
る
た
め
の
諸
活
動
及
び
そ
の
他
の
社
会

活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
諸
活
動

①

普
及
啓
発

本
事
業
の
発
展
拡
充
を
図
る
た
め
、
一
般
市
民
、
事
業

所
、
官
公
庁
に
対
し
、
本
事
業
の
意
義
と
基
本
的
な
理
念

及
び
仕
組
み
等
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
自
身
の

事
業
に
対
す
る
啓
発
活
動
を
、
次
の
と
お
り
取
り
組
む
。

(

３
面
に
続
く

）
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（
２
面
か
ら
続
く
）

ア

独
自
の
普
及
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

イ

普
及
啓
発
チ
ラ
シ
の
配
布
及
び
情
報
誌
「
ニ
ュ
ー

ス
ゆ
ん
た
く
」
の
発
行
や
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
「
Ｓ
Ｎ

Ｓ
」
等
を
活
用
し
た
情
報
発
信

ウ

各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

②

安
全
・
適
正
就
業
の
推
進

「
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る
」
及
び
「
法
令
遵

守
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
会
員
の
安
全
就
業
の
徹
底
と

法
令
に
則
っ
た
適
正
な
就
業
を
推
進
す
る
た
め
次
の
と

お
り
取
り
組
む
。

ア

安
全
・
適
正
就
業
推
進
大
会
の
開
催

イ

安
全
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化

ウ

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
の
開
催
と
安
全
対
策
推

進
実
施
計
画
の
策
定

エ

就
業
日
報
（
裏
面
に
あ
る
安
全
就
業
点
検
表
）
を

活
用
し
た
健
康
管
理
の
啓
発

オ

「
ニ
ュ
ー
ス
ゆ
ん
た
く
」
や
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」
等
に
よ
る
情
報
の
発
信
、
周
知
等

カ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
適
正
就
業
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
活
用
し
て
、
会
員
及
び
発
注
者
に
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
適
正
な
就
業
方
法
等
を
周
知

キ

感
染
症
に
係
る
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
、
周
知
・

推
進
に
よ
る
安
心
で
き
る
就
業
環
境
の
確
保

ク

そ
の
他
必
要
な
事
項

③

調
査
研
究

本
事
業
の
実
績
を
集
計
す
る
ほ
か
、
時
代
の
要
請
に

対
応
し
た
事
業
展
開
を
図
る
た
め
、
次
の
と
お
り
調

査

研
究
を
行
う
。

ア

高
齢
者
の
就
業
に
対
す
る
意
識
調
査
に
関
す
る
調

査
の
実
施
（
就
業
相
談
等
）

イ

必
要
に
応
じ
、
他
セ
ン
タ
ー
の
情
報
を
収
集
し
、

当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
反
映
さ
せ
る

④

会
員
の
拡
大

会
員
が
減
少
す
る
中
で
、
新
規
会
員
を
拡
大
す
る
た

め
、

次
の
と
お
り
取
り
組
む
。

ア

入
会
説
明
会
及
び
就
業
相
談
会
の
強
化

イ

会
員
に
よ
る
「
一
人
一
会
員
」
運
動
の
継
続
的
推
進

ウ

自
治
会
等
と
の
連
携
に
よ
る
一
般
家
庭
へ
の
チ
ラ

シ
配
布

エ

「
ニ
ュ
ー
ス
ゆ
ん
た
く
」
や
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」
等
に
よ
る
情
報
の
発
信

⑤

就
業
分
野
の
開
拓
・
拡
大

地
域
の
一
般
家
庭
、
事
業
所
、
官
公
庁
等
を
訪
問
し
、

高
齢
者
に
相
応
し
い
仕
事
を
開
拓
す
る
と
と
も
に
、
高

齢
者
の
就
業
能
力
や
経
験
を
把
握
分
析
し
、
地
域
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
仕
事
の
提
案
を
次
の
と
お
り
行
う
。

ア

官
公
庁
（
市
長
、
市
議
会
議
長
、
担
当
部
局
等
）

へ
の
要
請

イ

事
業
所
、
自
治
会
、
関
係
団
体
等
へ
の
訪
問

ウ

デ
ジ
タ
ル
分
野
の
推
進

⑥

相
談
、
情
報
提
供

入
会
を
希
望
す
る
高
齢
者
を
対
象
に
入
会
説
明
会
を

実
施
し
、
高
齢
者
か
ら
の
相
談
に
対
応
す
る
ほ
か
、
地

域
に
お
け
る
働
く
高
齢
者
の
た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
雇
用
、
就
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
等
に
係
る
相
談
、
情
報
提
供
を
一
般
市
民
や
高

齢
者
に
行
う
た
め
次
の
と
お
り
取
り
組
む
。

ア

入
会
説
明
会
の
開
催

イ

就
業
相
談

⑦

社
会
参
加
活
動
の
推
進

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
希
望
す
る
高
齢
者
を
対
象
に

「
で
き
る
こ
と
を
」
・
「
で
き
る
範
囲
で
」
行
う
社
会

参
加
活
動
を
一
般
市
民
と
連
携
し
て
実
施
す
る
。
ま
た
、

加
齢
に
伴
い
就
業
を
離
れ
た
高
齢
者
に
対
し
て
は
、
高

齢
会
員
等
の
生
活
環
境
に
合
わ
せ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
等
の
社
会
活
動
の
機
会
を
推
進
し
て
い
く
。

組
織
の
充
実
・
強
化

と
運
営
基
盤
の
強
化

３
「
自
主
・
自
立
」
「
共
働
・
共
助
」
の
理
念
に
基
づ

き
、
組
織
力
向
上
と
地
域
に
貢
献
す
る
セ
ン
タ
ー
と
し

て
体
制
の
充
実
・
強
化
に
努
め
る
た
め
次
の
と
お
り
取

り
組
む
。

（
１
）
会

議

ア

定
時
総
会
の
開
催

イ

理
事
会
の
開
催

ウ

専
門
委
員
会
の
開
催

エ

そ
の
他
必
要
な
会
議
の
開
催
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沖
縄
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
シ
ル
バ
ー

派
遣
事
業
で
は
、
こ
れ
ま
で
受
託
事
業
（
請
負
・

委
任
）
で
対
応
で
き
な
か
っ
た
分
野
の
就
業
拡

大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
様
々
な
派
遣
就
業
先

が
あ
り
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
事
務
所

の
派
遣
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

派

遣

先

就
業

紹

介

《シルバー会員の業務内容》

・学習及び遊びの見守り、散歩

同行、玄関、トイレ等清掃業

務の学童保育補助業務を行う

・月、水、金のうちの週に１日

・就業時間 / 14:00～17：30

ひ

か

り

学

童

《シルバー会員の業務内容》

・洗車後の拭き上げ、車内清掃、

中古展示車の水拭き等自動車

洗車業務を行う

・火～日のうちの週に２日

・就業時間 / 10:00～17：00

ト
ヨ
タ
タ
ウ
ン
池
原
店

第
13
回

理
事
会

会
員
数
で
減
、

そ
の
他
は

平
年
並
み

ー
２
月
実
績
ー

第
12
回
理
事
会
が
２
月
18
日
、
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク

プ
ラ
ザ
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

報
告
第
１
号
「
理
事
長
職
務
執
行
状
況
報
告
」

報
告
第
２
号
「
副
理
事
長
職
務
執
行
状
況
報
告
」

は
、
そ
れ
ぞ
れ
令
和
６
年
９
月
か
ら
１
月
ま
で
の
職

務
執
行
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。

議
案
第
１
号
「
正
会
員
の
入
会
」
に
つ
い
て
は
、

２
人
（
男
性
１
人
・
女
性
１
人
）
が
承
認
さ
れ
、
そ

の
結
果
２
月
18
日
現
在
の
会
員
数
は
５
０
１
人
（
女

性
１
６
３
人
・
男
性
３
３
８
人
）
と
な
っ
た
。
な
お
、

１
月
の
退
会
者
は
２
人
。

議
案
第
２
号
「
令
和
７
年
度
事
業
計
画
（
案
）
」

及
び
議
案
第
３
号
「
令
和
７
年
度
収
支
予
算
（
案
）
」

は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

議
案
第
４
号
「
Ｄ
＆
Ｏ
保
険
（
役
員
賠
償
責
任
保

険
）
」
の
加
入
に
つ
い
て
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

令
和
７
年
２
月
実
績
で
は
、
会
員
数
４
９
９
人
で

24
人
の
減
（
▲
４
％
）
、
就
業
実
人
員
３
４
６
人
で

66
人
の
増
（
16
％
）
、
就
業
延
人
員
２
６
８
７
人
で

１
０
６
人
の
増
（
４
％
）
、
配
分
金
約
１
４
１
０
万

円
で
約
60
万
円
の
減
（
▲
４
％
）
、
契
約
金
額
約
１

７
７
９
万
円
で
約
６
７
万
円
の
減
（
▲
４
％
）
と
な
っ

た
。

（
い
ず
れ
も
対
前
年
同
月
比
）

所
得
税
申
告
等
に
必
要
な
「
令
和
６
年
分

配
分
金
支
払
証
明
書
」
は
事
務
局
に
準
備

し
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
受
け
取
っ
て
く
だ

さ
い
。

配
分
金
支
払
証
明
書
の

受
け
取
り
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
（
令
和
７
年
４
月
１
日
～
令
和
８

年
３
月
31
日
）
の
会
員
登
録
更
新
の
時
期
が
参
り

ま
し
た
。
会
費
３
，
０
０
０
円
を
期
限
内
に
納
入

し
、
更
新
手
続
き
を
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
ご
案
内

申
し
上
げ
ま
す
。

・
会
費
納
入
期
限

令
和
７
年
３
月
29
日

令

和

７

年

度

正

会

員

登
録
手
続
き
の
ご
案
内

広
報
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
ゆ
ん
た
く
広

報
へ
会
員
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

随
筆
、
川
柳
・
俳
句
か
ら
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト

ま
で
何
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
か
ら
「
ゆ
ん
た
く
」
へ

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す


